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研究成果の概要（和文）：今回の臨床研究において，超親水性ポリマーであるPMBPAzを用いて義歯にコーティン
グした結果，実際に使用している義歯においてもデンチャープラークの付着を抑制したことが実証された．その
抑制効果は義歯の付着面積比較試験において義歯粘膜面では約60%抑制しており，デンチャープラーク濁度比較
試験では約80%の抑制効果を示していることが分かった．またPMBPAzポリマーの抑制効果は評価期間内の2週間に
おいて効果が持続していたことが分かった．以上より，義歯へのPMBPAzコーティングは，非常に簡単な操作で行
うことができ，その長い付着抑制効果から臨床応用に適した方法であることが実証された．

研究成果の概要（英文）：The mean ±SD percentage of plaque index was 40.7% ±19.9% on the mucosal 
surfaces and 28.0% ±16.8% on the polished surfaces of the control denture. The mean percentage of 
plaque index of PMBPAz-treated dentures significantly decreased to 17.4%% ±12.0% on the mucosal 
surfaces (P<.001) and 15.0% ±9.9% on the polished surfaces (P<.05).  These results demonstrated the
 effectiveness of the treatment with the PMBPAz to inhibit the bacterial plaque deposition on 
complete dentures.
Denture plaque-associated infection is an issue of considerable importance for denture wearers. 
Treatment with PMBPAz on denture surfaces is a promising, straightforward, and safe method of 
preventing microbial contamination on removable dentures.

研究分野：バイオマテリアル
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１．研究開始当初の背景 
現在，我が国では急速に高齢化が進み，可撤
性義歯治療の需要は増え続けている.義歯に
伴う重要な問題点として，特にプラーク等の
細菌が付着することによる残存歯や粘膜へ
の為害作用，さらには誤嚥性肺炎の原因にな
りうることが挙げられる．さらに高齢化に伴
って要介護者や認知症患者は増加しており，
義歯を含む口腔衛生状態はますます悪化し
ている.肺炎は我が国の死因第 3 位である国
民の健康維持増進に重要な疾患であり，高齢
者での誤嚥性肺炎と強く関連している.誤嚥
性肺炎を予防するためには，感染経路である
口腔内からの可撤性義歯を介した感染リス 
クを軽減させることが重要であり，全身の健
康維持増進のために急務であるといえる. 
２．研究の目的 
本研究は，優れた生体親和性とタンパク吸着
抑制能を有する  2-methacryloyloxyethyl 
phosphorylcholine(MPC)を用いて，“汚れな
い義歯”の開発を目指している.今回，東京大
学と の共同研究により光感応型 MPC ポリ
マー(PMBPAz)を開発し，紫外線照射による
簡便なコーティングが可能となった.その結
果，基礎実験ではバイオフィルム形成を 90%
以上抑制することに成功し， その機械的・
化学的強度も十分であると実証された.本研
究ではこの PMBPAz コーティングを患者 
の使用する義歯に応用し，バイオフィルム抑
制効果についての臨床研究を行うことを目
的とする. 
３．研究の方法 
①義歯装着者のボランティアを募って小規
模臨床研究を行う(昭和大学歯学部医の倫理
委員会で承認済 承認番号:2013-013 号). 
実際に患者が使用している義歯に光感応型
MPC コーティングを行う.コーティング は基
礎研究において有効であった方法を応用し，
対象者に対してチェアーサイドでコーティ
ングを行う. 
②コーティングの評 価 ①によりコーティン
グされた装置の表面性状を X 線光電子分光
法や接触角度試験，走査型電子顕微鏡を用
いて分析し，目に見えないコーティングの
状態を詳細に評価する. 
③クロスオーバーデザイン臨床評価(小規模
臨床研究) 
・被験者:アクリルレジン製の可撤性義歯を
装着した患者約 20 名 ・期間:コーティング
後の義歯使用期間 1 週間，2 週間，1 ヶ月
間光感応型 MPC コーティングのバイオフィ
ルム抑制効果を検討するため，二重盲検ク
ロスオーバーデザインで臨床評価を行う.こ
れによりバイオフィルム付着に対する様々
な因子の相互作用の影響を明らかにするこ
とができる. 
④バイオフィルム染色面積比較試験 
義歯をメチレンブルーで染色し，表面に付
着したバイオフィルムを可視化する.さらに
照 明装置，デジタルカメラにより規格化し

た条件で染色した義歯を規格撮影し，デー
タをPhotoshopで解析し，表面に付着したバ
イオフィルム面積を抽出して付着面積を測
定する. 
⑤バイオフィルム定量試験 
水酸化ナトリウム水溶液を用いて義歯表面
に付着したバイオフィルムを剥がし取る.剥
がし取った懸濁液は吸光度測定器を用いて
測定し，付着したバイオフィルムを定 量 測
定する. 
⑥臨床的耐久性試験 
試験期間中にブラッシングや洗浄剤などの
義歯の衛生管理指導を行い，コーティング
の臨床的耐久力を評価する. 
そ の 後それらの結果をフィードバックした
上で，バイオフィルム抑制効果による口腔 
粘膜疾患予防効果を検証するため，長期的な
大規模臨床試験を開始する． 
４．研究成果 
本研究では超親水性の光感応型MPCポリマー
を臨床応用するために，実際に使用している
義歯を用いてコーティングの可否とその安
定性の評価を行った． 
実際に使用している義歯における光感応型
MPC ポリマーのコーティングでは，基礎研究
で照明された方法を元に実際の臨床でも適
応可能な方法に調整し，安定したコーティン
グを行うことが可能となった．またこのコー
ティングは従来のMPCを用いた方法と異なり，
チェアーサイドで行えるほど簡便で，実際の
臨床において非常に有効な方法であること
が実証された． 
またコーティングの効果については，同一患
者でのコーティングの有無による評価を行
い，デンチャープラークの付着を調査した． 
デンチャープラークの評価はメチレンブル
ー染色液によるデンチャープラーク染色面
積評価法とデンチャープラークを剥離させ
て吸光度を測定する定量方法とを行った．染
色面積評価法では，コーティングを行ってい
た義歯では通常の使用によって研磨面，粘膜
面ともに大きなエリアに渡りプラークが付
着していることが分かった．それは清掃指導
を行った後でも確認され，デンチャープラー
クの付着はほぼすべての患者に認められて
いた．義歯に光感応型 MPC ポリマーをコーテ
ィングすることでデンチャープラークの付
着エリアは減少し，義歯の研磨面，粘膜面と
もに 60%以上減少していることが分かった．
さらに客観的なデータを得るために，デンチ
ャープラークを剥離させた溶液を回収し，そ
の吸光度を測定することでデンチャープラ
ークの定量試験を行った．その結果，光感応
型 MPC ポリマーのコーティング郡では 80%減
少しており，染色面積での結果よりも多くプ
ラーク抑制していることが明らかとなった．
この抑制率の違いは，染色面積では二次元的
な評価となるためにプラークの厚み等によ
る差を評価できていなかったが，定量化する
ことで実際の誤差を評価することができた



ためだと考えられた．デンチャープラークの
付着には最初の足場の存在によって堆積が
進んでいくため，光感応型 MPC ポリマーのコ
ーティングによって最初の付着が抑制され
ることで大きな抑制結果を得ることができ
たのだと考えられる． 
このコーティングの効果は本研究では2週間
の間有効であり，義歯を通常の清掃を行って
いても耐久性があることが証明された． 
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